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日報データ活用手引き
管理者用 日報データダウンロード　活用方法
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ニッピーの日報データの活用には『Microsoft Excel』を使用します。
お使いのExcelのバージョンによっては、各ツールが本マニュアルで
の指示とは異なる場所にある場合があります。バージョンの違いに
よってExcelの操作が不明な場合、クラフトーチまで直接ご連絡くだ
さい。
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はじめに

　ニッピーで収集した日報データのダウンロード方法とその活用方
法をご案内いたします。ぜひ日報データの業務管理及び、経営的な戦
略の素としてご活用ください。

日報データの活用

注意

①WEBページのお問い合わせフォームでのご連絡
→http://nippi i . info/lp (スクロール最下部)
②メールでのご連絡
→ict@craftorch. jp



日報データダウンロード
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はじめに、日報データのダウン
ロード方法を紹介します。
※ユーザ情報、ありがとう情報
も同じ手順でダウンロードでき
ます。

ニッピー管理画面の「設定画面」
を選択します。

日報CSVの期間を指定して、「ダ
ウンロード」を押します。

ダウンロードしたものをそのまま開くと文字化けするため、
次ページの手順で開きます。
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Excelを開いて「新規作成」を選び、「データ」タブ内の「テキスト
またはCSVから」を選択します。

データの取り込み画面が表示されるので、先ほどダウンロード
したデータを選択してインポートします。

インポートすると、下のようなデータが表示されます。「元のフ
ァイル」が「UTF-8」に、「区切り記号」が「コンマ」になっているこ
とを確認して「読み込み」を押すとExcel上でデータが見られる
ようになります。
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作業時間追加
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表の任意のタブを選択した状態で
「クエリ」タブの「編集」をクリックします。
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データの編集ができる画面になるので、
「列の追加」タブから「カスタム列」を選択します。
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まずは作業時間開始時間と終了時刻データから、実作業時間を計算します。
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下のようなポップアップが表示されるので、新しい列名は「作
業時間」にし、「カスタム列の式」に以下の式を入力、またはコピ
ー＆ペーストします。

=each([End At] - [Start At])*24
(終了時間から開始時間を引いて作業時間を求めます。)

[End At]、[Start At]の部分は、右の「使用できる列」から選択して
「挿入」を押すことで式に追加できます。

右端の列に新しく「作業時間」の列が追加されたので、「ホーム」
タブの「閉じて読み込む」を選択して設定を保存します。
これで作業時間が表に追加されました。
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式を入力したら「OK」を押します。



07

表の任意のタブを選択した状態で「挿入」タブの「ピボットグラフ」
を選択し、「新規ワークスペース」で作成します。

右のようなシートが追加されます。

「ピポットグラフのフィールド」内で、「日
付」や「作業名」などの項目を「凡例」、「軸」、
「値」へドラッグすると自動的に集計表と
グラフが作成されます。

ここからは、知りたい情報に合わせたグラ
フを作成していきます。次ページから集
計、グラフの作成例をご紹介します。

データの集計・グラフ化
次は、データをもとに集計や分析をしやすくする方法をご紹介
します。ここでは、比較的簡単にできるピボットテーブルを使
った集計・グラフ化の方法をご紹介します。
※案件名や作業名など、登録しているものによって分析できるデータは違います。
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データの集計・グラフ例

ピボットグラフのフィールド内の「軸」に「作業名」を、「値」に
「作業時間」を入れ、「デザイン」タブ内の「グラフの種類の変更」
から円グラフを選択します。

降順にしたい場合は、
「合計/作業時間」の最上部セルを右クリック
→並べ替え→「降順」を選択します。

月の作業工数を集計・グラフ化する１

ひと月にどの作業にどれだけ時間を使ったかが分かります。
工数の総計が集計されているのでこの総計と売り上げをもと
に利益率などが計算できます。



ピボットグラフのフィールド内の「軸」に「作業名」を、「値」に
「作業時間」、「凡例」に「従業員」を入れ、「デザイン」タブ内の「グ
ラフの種類の変更」から積み上げ縦棒グラフを選択します。
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作業員ごとの作業工数を集計・グラフ化する２

ひと月に誰がどの作業に何時間を費やしたかが分かります。
「軸」と「凡例」を逆にすると一人あたりの作業工数が分かりや
く表示されます。



ピボットグラフのフィールド内の「軸」に「案件名」と「作業名」を、
「値」に「作業時間」、「凡例」に「従業員」を入れ、「デザイン」タブ内
の「グラフの種類の変更」から積み上げ縦棒グラフを選択します。
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案件ごとの作業工数を集計・グラフ化する３

ひと月にどの案件のどの作業にどれだけ時間を使ったかが分
かります。ピボットテーブルに数値も出ているのでそれをもと
に案件ごとの利益率を計算することも出来ます。



ピボットテーブルの列ラベルや
行ラベルの右にある「　」マーク
をクリックすると選択チェック
ボックスがあり、見たいものの
みを表示することが出来ます。

ソート機能

その他活用に便利な機能
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ピボットテーブル内の任意のセルを選択した状態で、「挿入」タブの「スライサー」
から絞り込みをしたい項目を選択するとシート状にスライサーが挿入されるの
で、項目を選択することで選択した項目のみの表示が可能です。

スライサーの挿入



日報データ活用の紹介は以上となります。

ニッピーの集計機能はご利用企業様の
ご要望を頂きながらどんどん進化しています。

ご紹介のもの以外でも
「こんなグラフを作成したい」、

「このデータの活用方法を知りたい」など
ございましたら是非ご要望をお送りください。

①WEBページのお問い合わせフォームでのご連絡
→https://nippi i . info/contact .html
②メールでのご連絡
→ict@anthetic .co. jp
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